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今
年
で
65
回
目
と
な
る
磐
梯

ま
つ
り
は
、
７
月
27
、
28
の
両

日
、
旧
役
場
跡
地
・
お
ま
つ
り

広
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
の
夏
の
風
物
詩
と
も

い
え
る
こ
の
ま
つ
り
は
、
明
治

21
年
７
月
15
日
の
磐
梯
山
噴
火

で
殉
難
し
た
人
々
の
追
悼
と
供

養
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
も

の
で
、
五
穀
豊ほ

う

穣じ
ょ
う

や
町
民
の
安

寧
を
祈
願
す
る
「
火
の
祭
り
」

と
し
て
継
承
さ
れ
、
発
展
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。

　
「
火
に
託
す
二
つ
の
心
『
祈

り
』
と
『
感
謝
』」
を
テ
ー
マ

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
今
年
の
ま

つ
り
。
悪
天
候
の
た
め
、
27
日

の
山
車
と
み
こ
し
の
競
演
や
た

い
ま
つ
行
列
な
ど
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ

た
28
日
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
様
子
を
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。

01_ 磐椅神社で御神火授与祭に臨む巫
み

女
こ

と天
て ん

狗
ぐ

　02_ 磐椅神社で
ともされた御神火を、おまつり広場に移す前後町長　03_ やぐら
の上で、はやしを演奏する参加者。軽やかなはやしの音色に、踊
る人たちの気分も盛り上がる　04_ 猪苗代高校の生徒会が町商工
会青年部と協力しておまつり広場に出店。ノンアルコールカクテ
ルなどを販売し、好評を博した　05_ 磐梯山を彩った「山」の火
文字　06,07,12_ おまつり広場のステージでは、太鼓の競演やバン
ド、よさこいなど、多彩な演奏や演技を繰り広げ、まつりを盛り
上げた。本町出身のジョニー小椋さん（写真 12 左）が所属するバ
ンド、ジョニーカンパニーは復興支援ソング「絆」を披露。アマ

チュアバンドの出演者や観客らと一緒に歌った　08,09,10_ 子ど
もたちも大勢訪れ、まつりを満喫した。マジカルバルルーンＺ（写
真 09）は、風船のパフォーマンスで子どもたちを熱狂させた
11_ 会津磐梯山総おどりの最後には、参加者らが万歳三唱をして
まつりを締めくくった　13_ 町内小学校の児童などが参加した音
楽パレード。わが子の演奏を一目見ようと、沿道には大勢の保護
者らが訪れた（写真は翁島小学校の児童ら）14_ 読経と焼香で犠
牲者の冥福を祈った噴火殉難者供養祭（７月 15 日）　15_ 総おど
りでは、町内外から参加した約 1,000 人が、中央商店街に組まれ
たやぐらを囲み流し踊った
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梯
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東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
サ
ッ

カ
ー
教
室
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
・
キ
リ
ン
ス
マ

イ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
７
月
２
日
、

長
瀬
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
岩
手
、
宮
城
、
福

島
の
被
災
３
県
の
子
ど
も
た
ち
に
笑

顔
を
届
け
よ
う
と
、
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
と
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が
協
力
し

て
展
開
し
て
い
る
も
の
。
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
経
験
者
が
コ
ー
チ
と
な
り
、

小
学
生
を
対
象
に
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
元
日
本
代
表
の
小
倉

隆
史
さ
ん
が
同
校
を
訪
問
。
小
倉
さ

ん
ら
５
人
の
コ
ー
チ
が
全
校
児
童
と

触
れ
合
い
、
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を

伝
え
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
鬼
ご
っ
こ
や
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
練
習
な
ど
を
し
て
チ
ー

ム
プ
レ
ー
の
大
切
さ
や
ボ
ー
ル
の
蹴

り
方
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ー
チ
陣
に
も

挑
戦
し
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
は
、
児
童

た
ち
が
運
動
靴
を
飛
ば
す
ほ
ど
思
い

切
り
ボ
ー
ル
を
蹴
る
な
ど
し
て
サ
ッ

カ
ー
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

小
倉
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

指
導
で
盛
り
あ
が
っ
た
サ
ッ
カ
ー
教

室
。
同
校
に
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
、
元
気
な
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

同
教
室
は
昨
年
９
月
に
千
里
小
、

今
年
の
６
月
に
は
緑
小
で
開
催
さ
れ
、

今
後
も
翁
島
小
、
猪
苗
代
小
で
開
か

れ
る
予
定
で
す
。
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今月の表紙
磐梯まつりのフィナー
レを盛大に飾った会津
磐梯山総おどり。やぐ
らの上では、おはやし
会の会員らが笛や太鼓、
鐘を演奏し、軽やかな
音色で踊り手の気分を
盛り上げました。

【撮影日】　７月 28 日
【撮影場所】　磐梯まつり会場

【目次】日時：9 月 28 日（土）14 :00 ～ 15:50 
場所：学びいな　大研修室
※参加費無料、参加申し込みは不要です 
問 2013 年度秋季大会実行委員会
E-mail：ynakamu787@gmail.com

日時：9 月 28 日（土）16 :00 ～ 17:30 
場所：学びいな　大研修室
※参加費無料、参加申し込みは不要です 
問磐梯山噴火記念館
E-mail：master@bandaimuse.jp

2013 年   日本火山学会   秋季大会   公開講座

日本火山学会   第 20 回   子ども向け公開講座

「火山防災シンポジウム」 「ジオパークシンポジウム」 

日時：9 月 28 日（土）　13:00 ～ 15:00
場所：学びいな　調理研修室
対象：小学校高学年から中学生まで（参加費無料、事前申し込みが必要です）
申込方法：FAX または E-mail（氏名・生年月日・学校名・住所・電話番号・
メールアドレス（あれば）を記入し、送信してください）
内容：火山学者と一緒に実験し、火山のでき方や噴火について学びます。
申し込み・問い合わせ先： 磐梯山噴火記念館　FAX 0241（32）3281
E-mail：master@bandaimuse.jp 　☎ 0241（32）2888 　

※日本火山学会では、
9 月 29 日（日）から 10
月 1 日（ 火 ）ま で、 学
会員による学術講演会
を行います。その中の
9 月 29 日の午前中に
行うジオパークのテー
マについては、公開で
行 う 予 定 で す。 詳 し
くは磐梯山噴火記念館
にお問い合わせくださ
い。  ☎ 0241（32）2888

「火山の形　実験教室　姿を変える磐梯山 」

県消防協会猪苗代支部
消防操法大会

　

25
年
度
県
消
防
協
会
猪
苗
代
支

部
消
防
操
法
大
会
は
７
月
７
日
、

町
水
防
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
、
磐
梯
両
町
の
消
防
団

が
分
団
ご
と
に
チ
ー
ム
を
編
成
し

て
出
場
。
消
防
ポ
ン
プ
操
作
の
正

確
性
や
放
水
ま
で
の
タ
イ
ム
な
ど

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

①
５
分
団
②
６
分
団
③
４
分
団

最
優
秀
選
手　

▼
指
揮
者
＝
佐　

瀬
暁（
５
分
団
）
▼
１
番
員
＝
小

椋
祐
輔（
６
分
団
）
▼
２
番
員
＝

小
熊
義
紀（
同
）
▼
３
番
員
＝
高

梨
宏
和（
５
分
団
）
▼
４
番
員
＝

鈴
木
友
博（
同
）

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

①
４
分
団
②
５
分
団
③
磐
梯
町
消

防
団
３
分
団

最
優
秀
選
手　

▼
指
揮
者
＝
土
屋

勝
彦（
４
分
団
）
▼
１
番
員
＝
大

川
原
正
章（
同
）
▼
２
番
員
＝
本

田
健
宏（
５
分
団
）
▼
３
番
員
＝

渡
部
大
介（
１
分
団
）

Fire Fighting Spirits 2013

01_ ポンプ操法の見せ場の一つ、筒先員交
代　02_ ホースを担いで走る２番員。後方
では出番を待つ選手らが見守る　03_ 吸管
を伸ばす２、３番員

小型ポンプ操法の部を制した第４分団ポンプ車操法の部で優勝した第５分団

01

03

02

08　笑顔でこんにちは／まちのちょっといい話／スクー
　ルトピックスほか

10　いなわしろタウンページ

14　暮らしの情報広場

02　巻頭紹介　第 65 回磐梯まつり

04　Pick   up

05　消防操法大会／日本火山学会秋季大会のお知らせ

06　まちのわだい

16　猪苗代湖ハーフマラソンのお知らせ／食生活改善
　推進員コーナー
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　いなわしろ民話の会（鈴木清孝会長）が主催する第 12 回いなわ
しろ民話祭り「会津のおなご達の物語と郷土の民話を楽しもう」
は７月 15 日、町農村環境改善センターで開かれ、約 150 人の
来場者がほのぼのとした語りに聞き入りました。
　会員約 20 人が出演し、「人の数をよむ花」「半坂の化けもの屋
敷」などの民話のほか、ＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」の放送を
記念し、「ハンサムウーマン新島八重」「会津娘子隊・中野竹子」「日
本のナイチンゲール・瓜生岩子」など会津の女性にまつわる話を
かわるがわる披露し、集まった来場者を楽しませました。

民話や会津女性の話を披露
改善センターでいなわしろ民話まつり

瓜生岩子の話を披露した黒澤洋子さん

　町教育委員会は７月２日、外部から講師を招き、猪苗代小学校
で算数の授業研究会を開きました。教員の指導力向上のために実
施したもので、町内外から約 80 人の教員が参観に訪れました。
　東京の筑波大学附属小の大野桂教諭が、猪苗代小の４年生に掛
け算の授業を実施。「相性占いをしよう」と大野教諭が黒板に書
き、数を使った遊びから始めると、児童たちは生き生きと取り組
み、掛け算の法則性を見つけ出しました。
　大野教諭の巧みな授業展開で子どもたちが楽しそうに学ぶ姿に、
参観した教員らは笑顔を見せていました。

教員の指導力向上のために
町教委が算数の授業研究会を開催

大野教諭（左）の授業を受ける児童

　いなわしろにホタルを呼び戻そう会（小橋勝幸会長）が主催す
る「ホタル観賞会（平家ホタル編）」は７月 15 日、亀ケ城公園で
開かれ、親子連れなどが幻想的なひとときを体験しました。
　参加者らは、学びいなでホタルの生態などについて説明を受け
た後、公園にある川の近くへと移動。夜空に舞うホタルを眺めた
り、つかまえて手のひらにのせたりして観察しました。
　両親と共に参加した佐藤仁

ひ と

美
み

さん、太
た い

亮
す け

さん、心
み

咲
さ き

さんは「と
てもきれいだった」「オスとメスの見分け方がわかった」などと
話していました。

幻想的なひとときを体験
亀ケ城公園でホタル観賞会

「いたー！」ホタルを見つける佐藤太亮さん

　25 年度の町民健康マラソン大会は６月 30 日、町民運動公園
で開かれ、参加者らが健脚を競いました。　
　今年は小・中学生を中心に過去最多の 493 人が参加。男女別、
年齢別などの 23 部門を繰り広げ、青空の下、選手たちはゴール
を目指して爽やかな汗を流しました。人気種目の親子競争やリ
レーマラソンには合わせて 96 組が参加。応援に駆け付けた家族
などから盛んな声援が飛びました。
　会場では、町食生活改善推進員らにより豚汁が振る舞われ、選
手や応援に訪れた家族たちから好評を博しました。

過去最多の参加者が健脚競う
町民健康マラソン大会に 493 人

勢いよくスタートするリレーマラソンの参加者

　「社会を明るくする運動」強調月間の７月、町内では猪苗代地
区の保護司会や更正保護女性会などの関係団体により、犯罪のな
い明るい社会を築くための活動が繰り広げられました。
　１日早朝にはＪＲ猪苗代駅前で啓発活動を実施。高校生が通学
で電車を利用する時間に合わせて行われ、関係団体から参加した
約 40 人がチラシやポケットティッシュなどの啓発グッズを配り、
犯罪や非行防止を呼び掛けました。
　17 日には町内で広報活動を展開。広報車で犯罪のない社会づ
くりを呼び掛けたほか、事業所などを巡回し協力を求めました。

犯罪のない明るいまちへ
「社会を明るくする運動」強調月間

ＪＲ猪苗代駅前で啓発グッズを配る参加者

　人権擁護委員として３期９年にわたり活躍し、このたび退任し
た宗像秀雄さん（四ツ谷）に７月 26 日、法務大臣感謝状が贈られ
ました。
　贈呈式は同日、町役場で行われ、中村吉光福島地方法務局若松
支局長が宗像さんに感謝状を手渡し、長年にわたり人権擁護と人
権思想の普及、高揚に尽力した功績をたたえました。
　宗像さんは「世の中や人のために役に立つことができてよかっ
た。自分なりに満足しています」と話しました。
　７月１日には、町からも感謝状を贈呈しています。

宗像秀雄さんに大臣感謝状
人権擁護活動の功績をたたえる

中村支局長（左）から感謝状を受ける宗像さん（右）
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愛くるしい笑顔で、周りのみんなを幸せな気持ちに
する悠貴実ちゃん。パパは「人の心の痛みがわかる
子になってほしい」、ママは「健やかにのびのびと
育ってほしい」と話します。

笑顔でこんにちは

　
「
生
ま
れ
て
き
た
時
、
健

康
で
笑
顔
が
素
敵
な
女
の
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
」
と
話
す
マ
マ
、
美
月
さ

ん
の
願
い
ど
お
り
、
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
悠
貴
実
ち
ゃ
ん
。

　

最
近
は
、
つ
か
ま
り
立
ち

の
練
習
に
夢
中
。
ハ
イ
ハ
イ

も
上
手
に
な
り
、
こ
の
前
は

家
に
入
っ
て
き
た
カ
エ
ル
を

追
い
か
け
回
し
て
い
た
の
だ

と
か
。「
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
つ

か
ま
え
て
渡
す
と
、
握
り
締

め
て
喜
ん
で
い
た
」
と
パ
パ

の
英
樹
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　

お
出
掛
け
が
大
好
き
で
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
で
近
所
を
散
歩

す
る
と
、
会
う
人
み
ん
な
に

愛あ
い

嬌き
ょ
う

を
振
り
ま
く
悠
貴
実

ち
ゃ
ん
。「
今
日
も
ニ
コ
ニ

コ
だ
ね
え
」
と
話
し
掛
け
ら

れ
る
と
、
満
面
の
笑
み
で
返

し
ま
す
。
周
り
の
み
ん
な
を

幸
せ
に
す
る
そ
の
笑
顔
で
、

悠
貴
実
ち
ゃ
ん
の
フ
ァ
ン
が

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

大好きなパパ、ママと一緒に「ハイ、チーズ」

平成 24 年 11 月生まれ
～行津桜川
英
ひ で

樹
き

さん・美
み

月
づ き

さん夫婦の長女

石田　悠
ゆ

貴
き

実
み

　ちゃん

ちょっといい話

　　　　　　農業　板橋　隆則（福島県会津坂下町　66）
　先日、山に登って大変うれしいことがあった。磐梯山に
登り、頂上で一休みして下山を始めた。途中、リュックに
くくりつけていたストックを、落としてしまったことに気
づかず下山を続け、山小屋に着いて落としたことを知った。
前日に買ったばかりのストックだった。
　この日は高校の授業の一環で、多くの生徒が登山をして
いた。近くにいた男子生徒に、途中でストックを見かけな
かったか尋ねると、木に掛けてあったのを見たと言うでは
ないか。私は降りてきた坂を登りはじめた。すると３人の
男子生徒が「自分たちが取ってくるから、ここで休んでい
て下さい」と言って、急な坂を駆け上がって行くではない
か。私は驚き、感謝の気持ちでいっぱいになった。
　30 分ほどで生徒たちはストックを持ち帰ってきてくれ
た。私は何度もお礼したが、生徒たちは「困ったときはお
互い様です」と言ってくれた。さわやかな学生さん。本当
にありがとうございました。

登山で高校生に助けられ感謝
　左の記事は、朝日新聞の投稿欄「声

（voice）」に掲載されたものです（６月
14 日、14 面）。
　この男性のストックを取りに行った
のは、猪苗代高校２年の古泉辰

た つ

也
や

さん、
加藤彪

あきら

さん、阿部大
た い

志
し

さんの３人。学
校行事で磐梯山に登り、下山途中に男
性と会ったそうです。
　人助けのため、再び弘法清水から山
頂へ向かう急な坂を登った３人。後日
話を伺うと「自分たちは当たり前のこ
とをしただけです」と話していました。

左から阿部さん、加藤さん、古泉さん

まちの

み
ん
な
の
広
場

スクールトピックス

　猪苗代地区交通安全協会と猪苗代警察署は７月
18 日、交通安全活動に功績があったとして、長瀬
小学校（江尻陽子校長）と翁島小学校（大堀昌弘校
長）に表彰状を贈りました。
　両校は、７月６日に二本松市で開かれた交通安全
子供自転車県大会に出場。団体の部で長瀬小は２年
連続の準優勝、翁島小も２年連続で３位に入ったほ
か、個人の部でも翁島小の佐藤柚

ゆ

衣
い

さんが優勝、長
瀬小の田

た

母
ぼ

神
か み

幹
か ん

太
た

さんが３位となるなど、優秀な成
績を収め、自転車の安全利用の意識啓発に功績が
あったとして表彰されたものです。
　鈴木榮太郎同協会長と横田雄也同署長らが両校を
訪問し、表彰状を手渡して功績をたたえました。
　自己ベストの記録で個人の部を制した佐藤柚衣さ
んは「結果を聞いた時は驚いた。毎日の練習の成果
を出すことができました」と話していました。

鈴木会長（左から５人目）から表彰状を受ける田母神さん（同６人目）

長瀬小と翁島小に表彰状を贈呈

鈴木会長（左から５人目）から表彰状を受ける佐藤さん（同４人目）

自転車安全利用の功績称える

　猪苗代歌謡教室（渡部良一会長）が主催する
「いなわしろ歌謡ステージ」は７月 15 日、学
びいなで開催され、観客が多彩なステージを満
喫しました。「歌・踊・太鼓の競演」と銘打ち、
同教室の会員などによる歌のほか、ハワイアン・
フラ・パネキ、若柳流静舞会、花柳流みほ乃会
の会員らによる踊りやいなわしろ天鏡太鼓によ
る和太鼓の演奏なども披露され、会場に詰め掛
けた約 400 人の観客を魅了しました。

ジュニアサッカー大会いなわしろ歌謡ステージ

　第 16 回猪苗代ライオンズカップジュニア
サッカー大会は７月 15 日に開かれました。町
運動公園で開催する予定でしたが、雨天のため
猪苗代中学校体育館に会場を移し、フットサル
競技に変更して実施しました。結果は次のとお
りです。
①猪苗代スポーツ少年団Ａ、②千里スポーツ少
年団Ａ、③吾妻スポーツ少年団
最優秀選手賞　宮本皇

お う

介
すけ

（猪苗代スポ少Ａ）

７
15

７
15

優勝した猪苗代スポーツ少年団Ａチーム
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・
イ
セ
キ
Ｈ
Ｃ
７
５
０（
75
馬
力
）

　

・
平
成
10
年
式　

　

・
稼
働
時
間　

１
６
２
６
時
間

　

※
展
示
場
所
か
ら
の
運
搬
、
町
名

な
ど
の
表
示
削
除
は
購
入
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。
未
整
備
で
外
装
、
内

装
と
も
使
用
年
数
に
応
じ
た
さ
び
、

汚
れ
、
損
傷
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で

現
物
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
公
売
方
法

　

現
物
を
展
示
し
、
そ
の
後
入
札
に

よ
り
最
高
入
札
額
者
と
売
買
契
約
を

締
結
し
ま
す
。
代
金
入
金
確
認
後
に

受
け
渡
し
と
な
り
ま
す
。

▼
展
示
期
間
・
入
札
申
込
期
間

　

８
月
19
日（
月
）～
８
月
23
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

※
入
札
参
加
を
希
望
す
る
方
は
必

ず
入
札
参
加
申
込
書
を
農
林
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
札
参
加
申
込

書
、
入
札
書
は
町
役
場
農
林
課
窓
口

お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
写

真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
展
示
場
所
・
時
間

　

役
場
北
側
駐
車
場（
旧
猪
苗
代
保

育
所
跡
地
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
入
札
日
・
入
札
場
所

　

８
月
26
日（
月
）
午
前
10
時

　

役
場
２
階　

会
議
室

　

※
時
間
厳
守
。
郵
送
等
不
可

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
業
振
興
係

☎（
62
）２
１
１
６

ま
だ
使
え
る
粗
大
ご
み
を

無
償
で
譲
渡
し
ま
す

　

本
町
で
は
、
７
月
よ
り
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
で
ま
だ
使
え
る

も
の
を
、
希
望
す
る
町
民
の
方
に
無

償
で
譲
渡
し
て
い
ま
す
。

▼
譲
渡
方
法

　

旧
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
無

償
譲
渡
物
品
受
領
書
に
必
要
事
項

（
譲
渡
を
受
け
る
物
・
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
な
ど
）を
記
入（
自
署
）し

て
い
た
だ
き
、
職
員
が
確
認
し
た
後
、

譲
渡
し
ま
す
。

　

受
領
の
際
は
、
本
人
確
認
の
た
め

免
許
証
な
ど
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
譲
渡
日
時

　

粗
大
ご
み
受
入
最
終
日
の
翌
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
次

の
平
日
）
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

30
分
ま
で　

※
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を

確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い（
粗

大
ご
み
受
入
日
当
日
の
譲
渡
は
し
ま

せ
ん
）。

▼
注
意
事
項

①
譲
渡
す
る
物
は
現
状
の
も
の
と
し

ま
す
。

②
譲
渡
を
受
け
た
物
は
、
最
後
ま
で

自
己
責
任
で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

③
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

⑤
そ
の
他（
父
ま
た
は
母
が
１
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
、
父
ま
た
は

母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

童
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童
、
児
童
の
父
ま
た
は
母
が

母
ま
た
は
父
の
申
し
立
て
に
よ
り
保

護
命
令
を
受
け
た
場
合
な
ど
）

＊
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

児
童
が

○
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
り
公
的

年
金
ま
た
は
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た

り
、
里
親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

父
母
ま
た
は
養
育
者
が

○
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き

○
婚
姻
の
届
け
出
は
し
て
い
な
く
て

も
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係（
内
縁
関

係
な
ど
）が
あ
る
と
き

▼
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得（
課

税
台
帳
上
の
所
得
に
、
父
、
母
ま
た

は
児
童
が
受
け
取
っ
た
養
育
費
の
８

割
を
合
算
し
た
額
）が
一
定
の
額
以

上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度（
８
月

か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）
は
、
手
当

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
養
義
務
者（
同
居
の
直

系
血
族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）な
ど
の

所
得
に
よ
る
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
手
当
額（
月
額
）は

　

監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や

受
給
資
格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
決

め
ら
れ
ま
す
。

○
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
万
１
４
３
０
円

▼
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人

※
児
童
の
年
齢
は
、
18
歳
到
達
後
の

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で

（
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は

20
歳
未
満
）

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
営

利
を
目
的
と
す
る
方
へ
の
譲
渡
は
で

き
ま
せ
ん
。

④
自
転
車
で
防
犯
登
録
が
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
譲
渡
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
電
気
製
品
は
、
火
災
の
原
因
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
譲
渡
で
き
ま

せ
ん
。

⑥
譲
渡
日
は
粗
大
ご
み
の
分
別
作
業

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

・
重
機
に
よ
り
作
業
す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

・
分
別
・
収
集
さ
れ
た
物
を
他
の
場

所
へ
移
動
さ
せ
な
い
こ
と
。

・
作
業
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
職

員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

９
月
１
日
～
10
日
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
を
目
的

に
屋
外
広
告
物
に
対
す
る
国
民
や
企

業
の
意
識
啓
発
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
、「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
屋
外
広
告
物
を
掲
示
お
よ

び
設
置
す
る
場
合
に
は
、
福
島
県
屋

外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
手
続
き
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に

掲
示
お
よ
び
設
置
さ
れ
て
い
る
人
も

含
め
て
、
今
後
検
討
す
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
を

支
援
す
る
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

お
知
ら
せ

一
部
支
給　

４
万
１
４
２
０
円
～

９
７
８
０
円

○
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目　

５
０
０
０
円
、
３
人
目
以

降
１
人
に
つ
き　

３
０
０
０
円

▼
手
当
を
受
け
る
手
続
き

　

次
の
書
類
を
添
え
て
保
健
福
祉
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

①
認
定
請
求
書

②
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

ま
た
は
抄
本
お
よ
び
世
帯
全
員
の
住

民
票

③
そ
の
他
必
要
な
書
類

　

所
得
制
限
限
度
額
や
必
要
な
書
類

な
ど
、
手
続
き
に
関
す
る
詳
細
に
つ

い
て
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

ま
た
は　

県
児
童
家
庭
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
６

町
の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
を

公
売
し
ま
す

　

町
が
所
有
す
る
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン

を
公
売
し
ま
す
。
機
種
・
規
格
お
よ

び
公
売
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
公
売
機
種
・
規
格

　

普
通
型（
汎
用
）コ
ン
バ
イ
ン

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

毎週火曜日、午後７時まで役場の窓口業務を延長しています。どうぞご利用ください。
　（住民票、印鑑証明、税証明などの発行および戸籍届出など）

扶養義務者
の年齢 加算額

０～ 16 歳未満 0
16 ～ 19 歳未満 150,000
19 ～ 23 歳未満 150,000
23 ～ 70 歳未満 0

70 歳～ 100,000

※なお、扶養親族の年齢により
限度額が加算されます扶養親族

などの数
本　　人 扶養義務者

の限度額全部支給 一部支給
０人 190,000 1,920,000 2,360,000
１人 570,000 2,300,000 2,740,000
２人 950,000 2,680,000 3,120,000
３人 1,330,000 3,060,000 3,500,000
４人 1,710,000 3,440,000 3,880,000
５人 2,090,000 3,820,000 4,260,000

所得制限限度額表 （単位：円）

　農業委員会は農地の公的管理主体として、
食料の生産基盤である優良農地の確保と有
効利用の促進を図るため、毎年、農地パト
ロールを実施し、遊休農地の実態把握・発
生防止・解消、農地の違反転用発生防止対
策などについて重点的に取り組んでいます。
　パトロール当日は、公用車に「農地パトロール実施中」のマグネット
を貼り、農業委員会の帽子と腕章を着用した地区担当農業委員と事務局
職員が巡回します。本年度の農地パトロールの日程は下記のとおりです。

●問い合わせ先　農業委員会　農地係　☎（62）5655

農地パトロールで農業委員が巡回します

地区名 実施日 担当委員

猪苗代 ８/19（月） 山本廣市・笹岡正人・金本久美子

翁島 ８/19（月） 穴澤清和・鈴木秀康・穴澤進

月輪 ８/21（水）、22（木）長沼一夫・古川文和・佐藤睦弘・大川原けい子

長瀬 ８/21（水） 武田利和・佐藤智昭・阿部幸喜

吾妻 ８/26（月）、27（火）渡部長昭・佐藤英一郎・鈴木輝夫・安達寿人

公　

売
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いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

●じゃぶじゃぶ池そばでの物品販売について

【ご意見】
　先日、亀ケ城公園のじゃぶじゃぶ池の近くでチョコ
バナナを売っていた。子どもたちが楽しく遊んでいる
所で物を売るのはどうかと思う。町は認めているのか。
他の市や町の公園ではイベント以外は見かけない。

【回答】
　公園内での物品の販売は、猪苗代町都市公園条例の
規定によりイベント以外でも行うことが可能です。ま
た、町はその都度販売業者に対し許可をしておりま
す。今後も利用者の皆さんなどのご意見をいただきな
がら、公園利用の改善に努めてまいります。
問建設課　都市整備係　☎（62）2118

●猪苗代湖に発電所を造ってほしい

【ご意見】
　猪苗代湖の地下に水力発電所を造ってほしい。電力
不足に備えられる上、売電して町を豊かにできる。サ
イホンの原理を利用し、発電時に排出した水は再度湖
に戻す。遠隔操作で運転し、無人の発電所としたい。

【回答】
　東日本大震災以降、本町では原子力に依存せず、二
酸化炭素の排出量が少ない、太陽光発電、小水力発電、
地熱発電などの持続可能な再生可能エネルギーの導入
を推進しています。
　このため、猪苗代湖の水を利用した水力発電につき
ましては、その趣旨が町の方針と合致するものです。
しかし、ご意見の内容については高度の技術や事業規
模、費用対効果、自然保護などの課題も多いと予想さ
れますので、本町の豊かな資源を活用した再生可能エ
ネルギーの推進に向け、研究させていただきます。
問企画財務課　企画調整係　☎（62）2112

　町民意見箱「ご意見箱」に寄せられたご意見を紹介します。

ご意見ありがとうございます

●亀ケ城を再建してほしい

【ご意見】
　亀ケ城跡に亀ケ城を再建してほしい。

【回答】
　亀ケ城（猪苗代城）跡は、文禄・慶長期の石垣を持
つ貴重な文化財であり、県指定史跡にもなっています。
　その再建にあたっては、根拠となる資料が不十分で
あることから、正確に復元することは困難であり、想
像による城の再建は、正しい歴史認識の妨げとなりま
す。同様のご意見は過去にもいただいておりますが、
以上のことから、現段階での再建は難しいものと考え
ます。また、文化財保護の立場からは、できるだけ人
の手を加えず、当時の状態を維持することが重要です。
　今後も現存する石垣や門跡などについては、後世へ
確実に引き継ぐために維持・管理を続けてまいります
ので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。
問生涯学習課　生涯学習係　☎（72）0180

●夏場の猪苗代スキー場の利用方法について

【ご意見】
　猪苗代スキー場を夏場も子どもたちや観光客が集う
場所にしてほしい。スキー場に花やハーブを植え、な
だらかな蛇行の道を造り、車・ブレーキ付きソリで観
賞しながら坂を下りてくる。もちろん冬場のスキー場
運営には支障がないように整備し、夏季の遊園地とし
て入場料を取りながら維持したい。遊歩道も造る。

【回答】
　夏場の猪苗代スキー場の利用方法については、これ
までも幾度となく関係者と協議してまいりました。
　現在の経営者も当初、ゲレンデを花畑にし、官民挙
げてオフシーズンの観光誘客を図るべく環境省と協議
しましたが、国立公園地内であるため、在来種である
山ゆり以外の植栽は認められないとのことで断念した
経緯があります。また、道を造るのに必要な斜面の「切
り土」や「盛り土」についても環境省の許可が必要で
あり、これまでもスキー場の施設整備のほかには登山
道以外に許可されておりません。
　しかし、国立公園における規制緩和が進んでいるこ
とから、夏季の花やハーブの植栽については、今後環
境省と協議を進めてまいりたいと考えております。
問商工観光課　商工観光係　☎（62）2117

【ご意見の記入にあたってのお願い】
　「ご意見箱」の設置から約半年がたちました。この間、多
くのご意見をお寄せいただきありがとうございます。
　ご意見には記名を必要としていないため、内容の趣旨がわ
からない、事実の確認ができないなどの理由で回答ができな
い場合もあります。お寄せいただいたすべてのご意見にお答
えできるよう、ご意見は趣旨がわかるように、具体的にご記
入いただきますようお願いいたします。
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　ご意見箱は役場庁舎、カメリーナ、学びいなに設置しています。より良いまちづくりのため、
皆さんのご意見をお寄せください。　　●問い合わせ先　総務課　秘書広報係　☎（62）2111

人権擁護委員に就任
した佐賀昭男さん
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　生命の危険を知らせる
　「特別警報」の運用開始

　気象庁では、８月 30 日から「特
別警報」の運用を開始します。特別
警報とは「平成 23 年７月新潟・福
島豪雨」のような数十年に一度ある
かどうかの豪雨などが予測され、重
大な災害の危険性が著しく高まって
いる場合に、気象庁が最大限の危機
感・切迫感を伝えるため発表するも
のです。特別警報の発表を知ったら、
ただちに命を守るための行動をとっ
てください。
　なお、特別警報が発表されるまで
安全というわけでは決してありませ
ん。警報が発表された段階でこれま
で通り十分な警戒が必要です。
　特別警報の詳細は、気象庁ホーム
ページでご確認ください。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/
know/tokubetsu-keiho/index.html
問気象庁　福島地方気象台　防災業
務課　☎ 024（534）0321

　 就職の悩みを抱える
　 若者と家族をサポート
　
　会津地域若者サポートステーショ
ンでは、仕事に就くことへの不安が
ある、人と話すのが苦手であるなど
の理由で社会への第一歩を踏み出せ

暮らしの情報広場 Life Information

ちさ子さんプロデュースの 12 人の
バイオリニストと落語家の桂福丸さ
んです。落語一席とクラシック音楽
をお楽しみください。
●日時：９月８日（日）
　　　　午後２時～４時
●会場：福島県文化センター（福島
市春日町 5-54）
●応募方法：ハガキまたは FAX で
①ライブ希望、②郵便番号・住所、
③氏名（フリガナ）、④年齢、⑤電
話番号、⑥希望人数（２人まで）を
明記し下記まで応募してください。
●応募締切：８月 21 日（水）消印
有効
※８月 28 日に当選ハガキ（入場券
兼用）を発送。応募者多数の場合は
抽選。落選通知はありません。
●申し込み・問い合わせ先
〒 960-1197　福島市永井川字北原
田 17　日本赤十字社福島県支部
☎ 024（545）7996
FAX 024（545）7923

　猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
　発生状況（平成 25 年６月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 25 年 平成 24 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 33 29 4      13.8
磐 　 梯 　 町 14 13 1        7.7
裏 　 磐 　 梯 6 8 -2     -25.0

　　　計 53 50 3        6.0

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
25 年 24 年 25 年 24 年 25 年 24 年

窃盗犯計 28 19 13 7 5 6
空き巣 1 1
金庫破り
事務所荒らし 1
出店荒らし 1
倉庫荒らし 1
侵入盗その他 1 2
置引き 3 2
車上ねらい 2 2 1 1 2
部品ねらい
脱衣場ねらい 1
自販機ねらい
万引き 4 4
職場ねらい 1
さい銭盗 4
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 6 2 10 2 3 2
非侵入盗その他 7 2 2 2 1 1
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗 2 1
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1 1 2 1
詐欺・横領 1 1 1

遺失物等横領 1 1
器物損壊 3 6 2 1

その他の刑法犯 2 1
総　計 33 29 14 13 6 8
増　減 4 1 -2

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 42 50 11 7 3 1
増　　減 -8 4 2

お悔やみ申し上げます
（ ６月 15 日～７月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

國井　英夫 85 英夫 半坂
土屋キヨ子 93 保則 堤崎
石田　フク 82 正 川桁
白岩チイ子 79 定好 壺下
本田　ツグ 79 昭一 川崎
古川　子平 88 順 見禰
五十嵐幸子 93 忠行 旭町
田原　君子 92 君子 桜ケ丘

  堀　　勇 92 弘幸 葉山
鈴木　一夫 87 和英 酸川野

佐藤　  功 87 功 名古屋町

古川　賢治 91 角次 入江
鈴木　千一 52 千一 土田
笠間　永子 80 大巳 堤崎
長尾　英子 90 英子 半坂
渡部　操一 100 好治 蜂屋敷

本多とめ子 88 裕一 千代田

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

今月の納期
（納期限９月２日）

●町県民税        第２期分

●国民健康保険税

                             第２期分

●介護保険料   第２期分
●後期高齢者医療保険料

　　　　　　     第２期分

●上下水道使用料
                                        ９月分

●下水道負担金　

　　　　　　     第２期分

相　　談

ントを開催します。迎賓館特別公開
や和楽の演奏、夏のお茶席、虫さが
し散策会、昔語り、赤ベコの絵付け
体験、会津絵ろうそく絵付け体験、
コケ玉作り＆葉っぱスタンプ体験、
県の特産品の販売会を行います。８
月 21 日（水）は天鏡閣を無料開放し
ます。詳しくは天鏡閣までお問い合
わせください。
ホームページ
にもイベント
情報を掲載し
ています。
問天鏡閣　☎（65）2811
h t t p : / / w w w. t i f . n e . j p / s o u m u /
tenkyokaku

　落語一席とクラシック
　楽しいライブに無料招待

　日本赤十字社福島県支部の復興支
援事業「元気あっぷライブ」に 1,700
人を無料招待します。出演は、高嶋
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ないでいる若者やそのことに関して
心配している家族の相談に応じ、自
立を支援しています。
●対象：15 歳から 39 歳までの人
とその家族
●場所：ヨークベニマル一箕町店　
隣接テナント（会津若松市一箕町大
字亀賀藤原 52）　
●利用時間：午前 10 時～午後７時

（日・祝日除く）
問会津地域若者サポートステーショ
ン　☎ 0242（32）0011
Email：info@job-sapo.com

　訪問歯科診療に関する
　相談に応じます
　
　福島県在宅歯科医療連携室では、
訪問歯科診療を行う歯科医院の紹介
や質問・相談に応じています。
　訪問歯科診療は、歯科医院への通
院が困難な人のもとへ歯科医師や歯
科衛生士が伺って、治療や口腔ケア
を行うものです。

【訪問歯科診療を利用できる人】
①寝たきりなどにより通院が困難
で、在宅での歯科治療を希望する人
②病気やけがの治療・リハビリなど
により入院中の人
③介護施設などに入所中の人
※訪問歯科診療は医療保険が適用に
なり、通常の自己負担と同様の取り
扱いです（ただし、「歯科訪問診療料」
などの料金がかかります）。
問福島県在宅歯科医療連携室（福島
県歯科医師会内）☎ 024（523）3268
受付時間：午前８時 30 分～午後５
時（土・日・祝日除く）

　天鏡閣と迎賓館で
　県民の日記念イベント

　天鏡閣および福島県迎賓館におい
て、８月 17 日（土）、18 日（日）と
21 日（水）に福島県民の日記念イベ
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町内医療機関　お盆期間中の診療予定

○会津若松市休日緊急医割当（８月 18 日）
　　小児科　佐藤病院（西栄町 2-27）　☎（29）2112
　　内科系　たてうまクリニック（舘馬町 1-3）　☎（26）3515
　　外科系　蛯谷整形外科医院（白虎町 66-8）　☎（24）6511
○会津若松市夜間急病センター（山鹿町 1-22）☎（28）1199
　　受付時間　18：30 ～ 22：30（年中無休）

医療機関名 日 に ち
曜日

12 日
月

13 日
火

14 日
水

15 日
木

16 日
金

17 日
土

18 日
日

浅見クリニック 午前 ○ ○ × × × × ○
午後 ○ ○ × × × × ○

小川医院
午前 ○ ○ × × × ○ ○
午後 ○ × × × × ○ ○

かねこクリニック 午前 ○ ○ × × × × ×
午後 × ○ × × × × ×

野崎医院 午前 ○ × × × × ○ ×
午後 ○ × × × × × ×

マリアクリニック
午前 ○ × × × × × ×
午後 ○ × × × × × ×

矢吹医院 午前 ○ ○ × × × ○ ×
午後 ○ ○ × × × × ×

町立病院
午前 ○ ○ × × × × ×
午後 ○ ○ × × × × ×

診療可：○　休診：×

善意をありがとうございます

○野口英世博士のふるさと猪苗代
　応援寄付金として
　遠藤昭二さん（千葉県在住）
　　   　　　　　  10,000,000 円
○社会福祉事業協力金として
　華歌会（安部弘子代表）
　　　　　　  　　       50,000 円
　歌川重雄さん（会津若松市）
 　　　　　    　　　　15,000 円

  25 年７月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　15,261 人

　　世帯数　　　  5,070 戸
　　出生　  8 人　  転入　 27 人
　　死亡　11 人  　転出　 23 人

町の人口
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【材料】４人分
豚肩切り落とし  200㌘・トマト  １個・きゅうり  ２本・玉
ネギ  1/2 個・パセリ  適量・にんにく  1/2 かけ・オリーブ
オイル  小さじ 1・Ａ｛オリーブオイル  小さじ２・こしょ
う  適量｝・Ｂ｛カレー粉  大さじ１・しょうゆ  大さじ１｝

【作り方】
① トマトはくし型に切り、きゅうりは斜め薄切り、スラ
イスした玉ねぎは水にさらして辛みを抜く。パセリは小さ
くちぎって、からいりする。
② ボウルに①とＡを入れて混ぜ合わせ、冷蔵庫で冷やす。
③ フライパンにオリーブオイルとつぶしたにんにくを入
れて火にかけ、香りが立ったらにんにくを取り出し、中火
にして豚肉を炒める。
④ ③に火が通ったらＢで味付けし、皿に盛り②をのせて
出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 185㌔㌍、塩分 0.7㌘

豚肉の夏野菜のせ
（高血圧予防メニュー）

■一口メモ■　カレー粉を使って炒めた肉と旬の野菜を一緒に食べることで、ドレッシングは
使わずに塩分控えめに食べることができます。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 195

皆さんのあたたかい声援をお願いします

ゲストランナー決定！

川内優輝 選手佐藤敦之 選手

●お問い合わせ先

　猪苗代湖ハーフマラソン事務局　TEL：0242（62）5365
大会ホームページ

北京五輪マラソン日本
代表、ハーフマラソン
日本記録保持者

第 14 回世界選手権マ
ラソン日本代表、日本
最速市民ランナー


